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1. JaLCメンバーの推移

2

2019年1月現在

6

16

21
25

29

36

41

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

正会員機関数

289 

898 944 
1,131 

1,518 
1,710 

1,987 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

準会員機関数

正会員機関数 準会員機関数

41 1,987

正会員・準会員ともに増加しており、DOIの普及が進んでいると考えられる



2. 2018年度新規加入正会員
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1. 株式会社ALife Robotics
2. 一般財団法人医療経済研究・社会保険福祉協会

医療経済研究機構
3. TRC-ADEAC株式会社
4. 京都府公立大学法人 京都府立医科大学
5. 一般社団法人 ドレスト光子研究起点



3. JaLC正会員・準会員メンバー
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正会員 準会員

国立研究開発法人 科学技術振興機構 (JST)
1,600機関

（J-STAGE利用学協会、NBDC）

大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構
国立情報学研究所 (NII)

346機関

（JAIRO参加機関（大学等の学術機関リポジトリ））

NPO 医学中央雑誌刊行会 31機関

株式会社国際文献社 5機関

国立研究開発法人情報通研究機構(NICT) 2機関

三美印刷 株式会社 2機関

TRC-ADEAC 株式会社 1機関

2019年1月末時点



4. DOI登録件数の推移

5※2019年1月末時点
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2016年度から2018年度にかけて
DOI登録件数が急増！



5. DOI登録件数の推移

6※2019年1月末時点
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JaLC DOI
5,765,148

Crossref DOI
2,345,015

DataCite DOI
171J-STAGE DOI

一括登録 20万件

NDL
博士論文14万件

医中誌 38万件

NDLデジタルコレクション
230万件

CiNii ELSからJ-STAGEへ移行
120万件

500万件突破



6. コンテンツ種別毎のDOI登録件数の推移

7※2019年1月末時点

ジャーナル論文以外へのDOI登録が進展してきた

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

ジャーナル論文 2,789,095 2,987,916 3,410,477 4,941,494 6,659,792

書籍・報告書 234,409 248,488 263,114 309,559 1,314,436

研究データ - 1,545 21,798 75,875 132,802

eラーニング - 1,427 1,628 1,891 2,060

その他 - 1 10 1,210 1,244



7. 国立国会図書館デジタルコレクションへのDOI付与

8出所：http://www.ndl.go.jp/jp/news/fy2018/__icsFiles/afieldfile/2019/02/01/pr190204_01.pdf



8. 千葉大学附属図書館 研究データへのDOI付与

9出所：https://www.ll.chiba-u.jp/topics/2018/topics_20190122_curator.html



9. JaLC DOIの解決数

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

JaLC DOI登録数 340,667 622,362 1,355,879 1,476,776 1,891,391 3,042,806 6,197,607

JaLC DOI解決数 2,363 119,649 371,973 6,879,210 7,140,414 11,382,857 21,263,149

解決数／登録数 0.0 0.2 0.3 4.7 3.8 3.7 3.4

※2018年12月末時点の実績を年換算
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さらなるJaLC DOIの利活用の促進が求められる
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10. 世界におけるDOIの規模
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2019年1月時点
全世界におけるDOI登録件数：185,762,979



ジャパンリンクセンター
運営体制



1. JaLC運営委員会での検討項目
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2018年度の主な検討項目

• メタデータのオープン化について
• DataCiteとのメタデータ連携の見直し
• JaLCへの入会申し込み単位の規模について



2. メタデータのオープン化について
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JaLCでは、2017年3月に策定した「ジャパンリンクセンター ストラテジー
2017-2022」の中で「DOI やメタデータがオープンに活用されることを推
進します」と定められたことに従い、メタデータをオープン化することが決
定された。

【オープン化するメタデータ】

・書誌データ（標題、著者、ジャーナル、巻、号、開始ページ等）
・引用文献
・被引用情報
・抄録



2. メタデータのオープン化について
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【オープン化の条件】
１. JaLCに登録されたメタデータ(抄録は除く)は、会員・非会員の区別なく、

CC0相当の条件（注）で公開するものとする。

２. メタデータのうち抄録については、著作権者から許諾を得られたものから、
会員・非会員の区別なくCC0相当の条件で公開を開始するものとする。

（注）CC0相当の条件:誰もが自由に利用できる（パブリック・ドメイン）ことを示す
ライセンス条件

抄録以外のメタデータは、事実を記載したものであることから著作権が発生しない
ため、一律オープン化することとする。

一方、抄録については著作権が発生するため、オープン化するためには著作権者に
許諾を得る必要があると考える。



2. メタデータのオープン化について
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会員の皆様の現状についてご意見を伺いたくアンケートを
実施中。（2019年2月1日にメールにて依頼）

○ ご回答フォーム
https://form.jst.go.jp/enquetes/metadata

○ 回答期限
2019年2月28日を回答期限としておりますが、
回答期限以降でもご意見をお寄せいただきますようお願いいたします。



3. DataCiteとのメタデータ連携の見直し

17https://japanlinkcenter.org/top/admission/member_faq.html

DataCiteへDOI登録時に送付しているメタデータのうち、DataCiteに言語
属性がないことから、以下のエレメントはJaLCで情報を削除し、送信している。

【言語属性のないエレメント】Creator、Affiliation、Publisher、Contributor

その結果、例えばCreatorの名前が英語および日本語で表示されるため、
同一人物にもかかわらず、別のCreatorが存在するように見えてしまう。

上記課題を解決するために、JaLCとしては、次の通り対応する。

・DataCiteへは日本語と英語のメタデータを送らず、選択的に送ることとする。
・現状の取り扱いおよび今後の方向性についてをFAQにおいて周知する。



3. DataCiteとのメタデータ連携の見直し

18https://japanlinkcenter.org/top/admission/member_faq.html

JaLCホームページ



4. JaLCへの入会申し込み単位の規模について
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申し込み単位の規模について、
「ジャパンリンクセンター入会の手引き」に
具体的な例を列挙することとする。



4. JaLCへの入会申し込み単位の規模について

20https://japanlinkcenter.org/top/doc/JaLC_handbook.pdf

「ジャパンリンクセンター入会の手引き」より抜粋



JaLCにおける取り組み
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DOIを検索することで、各種引用形式に整形されたメタデ
ータを得られるDOI Citation Formatterを2018年10月10日
に公開した。

1. DOI Citation Formatterの提供開始について
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1. DOI Citation Formatterの提供開始について

② 引用形式を選択

③ 言語を選択

① DOIを入力

④

⑤ 書誌情報が表示

⑦ 論文の引用文献一覧に貼り付け可能

⑥
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DOI のメタデータを取得する際に、DOI を指定して

リクエストを投げると、システム側がリクエストで指
定された形式に合わせてメ タデータを返却する
DOIコンテンツ検索を2018年11月29日に公開した。

2. DOIコンテンツ検索の提供開始について

DOIコンテンツ検索のイメージ図
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3. JaLCニュース

JaLC会員とのコミュニケーション強化を目的に
2018年10月17日にメールマガジンを復刊した。

毎月第3水曜日を目途に今後も配信する予定
である。



26URL：https://joss.rcos.nii.ac.jp/

4. JAPAN OPEN SCIENCE SUMMIT 2019 
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ご静聴ありがとうございました。


